
第１８回鹿嶋市芸術祭・第１６回て～ら 
祭 
 

これであなたも“鹿嶋人”！？ 
 

市民センのひろば 
 

地域レポート・まちづくり探検隊 
「地域の安全・安心を守るために」 
 

INTERVIEW ROOM・きらり☆まちづくり 
「鹿嶋市立豊郷公民館 
 館長 木之内 健治郎 さん」 
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まちづくり市民センターだより「よろこび」 
            ２０２２年９月号 

回覧 



 これであなたも“鹿嶋人”コーナーでは，鹿嶋市に関するクイズを出題しています。クイ

ズに正解して，あなたも“鹿嶋人”を目指しましょう！ 
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まちづくり市民センターだより「よろこび」 
            ２０２２年９月号 

    真夏 

 木滝に標高30m程の小高い山があり通称富士山と呼ばれ

ていたそうです。享保(江戸時代)のある日、山の下を通った人

たちが「駿河の富士山は夏でも雪があるのに、この山は何もな

い」などとあざ笑っているとその帰り道、夏土用(7月20日頃か

ら8月6日頃)なのに雪が降ってきたそうです。その後、「富士山

大権現」と刻んだ立派な石塔を建て、毎年しめ縄やお神酒を供

えてお祭りを大正時代の頃まで行っていたということです。 

高松かるたからの問題です。木滝地区には通称「富士山」と呼ばれる山があり、その山に

関する内容がかるたで詠まれています。□にあてはまる漢字2文字は何でしょう。 

 「さらさらと□□に雪ふる 富士の山」 

        

 第18回鹿嶋市芸術祭 

出品方法 

 令和4年10月25日(火)～30日(日) 

9：30から17：00(最終日は15：00)まで 

    まちづくり市民センター体育館 

 令和4年9月6日(火)～25日(日) 9：00～17：00 

                     ※月曜日は休館 
 

 まちづくり市民センターまたは各地区まちづくりセ 

 ンター（各公民館）にある所定の申込用紙に必要 

 事項を記入し、同所に申込む 

  資格  

 鹿嶋市に在住・在勤・在学する高校生以上の方 

              および 

  市内の社会教育施設などを活動の場とする方 

 

  部門 

   絵画／書／写真／工芸／手芸／華道／ 

   和紙絵／自由創作 

     

        

会場 まちづくり市民センター 

目的 新しい生活様式を取り入れ、笑顔

で集い、ふれあい、学び合う機会を提供

し、市民同士のつながりや新たな出会い

の場を創出することで、活力あふれるま

ちづくりを目指し，開催します。 

実施内容 
◇ ステージ発表 

◇ 体験・展示活動 

◇ 模擬店 

◇ クイズラリー 

 

 

11月5日（土） ９：３０～１５：３０ 
6日（日） ９：３０～１５：００ 

鹿嶋市まちづくり市民センター 
問合せ 

TEL. 83-1551 

▲以前の様子 

たくさんのお申込みをお待ちしています！ 

※上記の内容は予定

です。最新の情報は

市民センターＨＰを 

ご確認下さい。 
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まちづくり市民センターだより「よろこび」 
            ２０２２年９月号 

      

市民センの  
し    み     せ  ん 

団体紹介 

研修室304に鏡を設置しました。研修室とし 

てもダンス練習にも使えるお部屋となっており 

ます。ぜひご利用ください！ 

 

  仏像彫刻の同好会として毎月第2・
第４土曜日に各自，それぞれのペース
で無心になれる手彫りの時を楽しんで
おります。見学歓迎します！！ 

 みんな６５歳以
上の私たちです
が，ハワイアンキ
ルトを通して学び
続けています。ハ
ワイの花や自然や
動物等，作ってい
る時も楽しいし，
心が豊かになりま
す。 

     パ ン の 木     

  榎本 笑子さん（鉢形台） 
楽 彫 会 

 佐藤 行良さん（青塚） 

▲日頃の活動の様子 

平成２５年７月に結成した「木滝パトロール隊」は，地域の安全・安心

を守るため，毎月３回（上旬は夜間、中旬と下旬は下校時間に）パト

ロールを実施しています。 

木滝パトロール隊代表の三杭さんに，パトロールをしていて「良かった

な」と思うことを聞くと，２点挙げてくれました。 

１点目は，高松っ子のみんなが元気にあいさつしてくれることだそうで

す。元気にあいさつができない子どもが増えたと言われていますが，そ

の理由として安全・安心のため「見ず知らずの人と話さない」という意

識があるのだと思います。地域の大人が安全・安心な地域づくりをして

くれているからこそ，高松っ子は安心して元気にあいさつができるのか

もしれませんね。 

２点目は，木滝パトロール隊の仲間と出会えたことだそうです。木滝パ

トロール隊に入って巡り会った仲間と様々な意見交換や情報交換を通し

て，信頼が生まれ，ひいては自分自身の成長にもなっているとのことで

す。実際にパトロール中は真剣な眼差しで取り組む中にも，時折仲間と

楽しくお話しながら活動しており，生きがいにもつながっているのでは

ないかと感じました。 

今回は木滝パトロール隊を紹介しましたが，課題もあるそうです。現在

３５名＋馬のムサシくんが在籍していますが，高齢化が進み最年少は５

８歳。木滝パトロール隊の存続のためにも新しい人材の確保が必要不可

欠となっています。毎月上旬の夜間パトロールは現役世代でも参加可能

な時間となっています。木滝地区に住むあなたも，木滝地区の安全・安

心を守るために木滝パトロール隊に参加してみませんか？ 

▲パトロールの様子 ▲木滝パトロール隊のみなさん 

 「晶美会」の例会は，毎月第1・第3日曜日
の午後，市民センターの創作室で，油彩・水
彩・日本画などの創作を行っています。指導
者はなく各々の経験を生かして，互いに意見
を交換しあって楽しく創作しています。 

 活動の目的は，日々の絵画への想いをキャ
ンパスに描き自分の世界を表現して行くこと
を心掛け，年に1回グループ展の開催を目標
として活動を続けています。 

 過去20年講師ありの教室でしたが，講師の
ご都合で3年前から生徒だけになりました。
当時は解散も考えましたが，全員の「絵は続
けたい」との熱意で描き続けています。 

 

大岩 紀子さん（平井） 

「晶  美  会」 
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▲全国公民館表彰（まちづくり委員長 塚原さん） 

 公民館とは，長い付き合いで

す。鹿嶋市役所職員を退職後，地

域に貢献できるのであればと，後

任依頼を受けるかたちで豊郷公民

館の館長に就任しました。公民館

長としてだけでも１０年になるん

ですよ。 

 公民館は，地域のあらゆる情報

が入り提供できる，昔の床屋さん

のような，たまり場的な場所だと

思っています。 

いう高齢者の方が多く見受けられ

たので，他の福祉ボランティア団

体を参考に今年の４月に公民館の

規約を改正し，「健康ふくし部」

のボランティア部を立ち上げまし

た。内容としては一人暮らしの高

齢者の買い物やゴミ出しの補助，

電球の交換，各家庭に訪問し困っ

ていることの相談と言った感じで

す。しかし，中々活用して頂いて

おりません。 

 是非，心置きなく活用して頂き

たいと思っています。 

■きのうち けんじろう 

・鹿嶋市須賀在住 

・元鹿嶋市役所職員 

・平成24年度豊郷公民館長に就任 

・趣味はゴルフ・ウォーキング 

 私のときにたまたま表彰を受け

ただけで，３０年もの間，初代の

館長，それから職員たちが続けて

きた結果です。北浦一周歩く会は

継続的な事業であり，小学校のＰ

ＴＡや関係者の協力が不可欠です

から。   

 この事業も今では年代を問わ

ず，思い出づくりとなっていま

す。３０周年を記念し作成した記

念誌は，参加者のひとつ上の世代

の方まで喜ばれるものとなりまし

たね。３０回連続で完歩した方に 

豊郷地区では年々高齢化の一途

をたどっています。この地域はコ

ンビニが無く，信号機が豊郷小学

校の横に１つしかありません。た

びたび「通学路の歩道を整備して

ほしい」という声を耳にしていた

のですが，残念ながら公民館とし

ては実現不可能でした。 

支えあい会議において，一人暮

らしの高齢者の方を念頭に置き，

実態を知るためのアンケート調査

を行いました。そうすると「買い

物に行くことが不便である」と 

 豊郷公民館は唯一，児童クラブ

が併設しているところなのです

が，館長会議の際に「なぜ高齢者

のシニアクラブと連携しないの

か」という声が上がりました。普

段から連携を取ることで，児童も

高齢者の方もお互いに助け合い，

円滑に物事を運ぶことができると

思います。隣近所の方とのお付き

合いと同じようなものです。  

 以前に豊郷小学校の体育館で児

童クラブとシニアクラブが三世代

交流の一環として，悪天候でも室

内で出来る「ボッチャ交流大会」

を開催しました。その際は非常に

盛り上がり，連携の必要性を再確

認しました。 

 公民館はただチラシを配るだけ

ではなく，既存の各団体を積極的

に活用していくことが重要なので

はないかと思います。 

 今後，更に日頃の繋がりを深

め，協力体制の構築を目指してい

きたいと考えています。 

は寄稿もしていただきました。 

▲北浦を一周歩いている様子 


